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概 要

天然スレートは，12 世紀頃からヨーロッ
パで一般的な屋根材として使用されてきた。
日本では、古来から天然スレートは硯などに
に用いられており、屋根材としては明治から
大正、昭和初期にかけて歴史的建造物に使用
されたものが始まりとされている。

国内には天然スレート葺屋根の遺産的建造
物も未だ数多く現存するが、国内スレート産
出量は微小なため、定期葺替えが必要となる
スレート屋根建物においては、海外産スレー
トを用いることか増えている。

本研究は、建造物の歴史的価値やオーセ
ンティシティ(真正性)の確保、持続可能な天
然スレートの供給を目的に、スレートの需給
の歴史をはじめ，表面性状の評価、密度・曲
げ強さ等から、海外産の スレートと国内産
のスレートの物性を比較し、国内産のスレー
トと併用・代替可能かを考察する。

東日本大震災文化財被災建造物復旧支援事業報告書より
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建築物のLCMにおける維持保全と保存的活用ストラテシー，2023年度日本建築学会学術講演梗概集(京都大学），2023.9発表予定

清水・松山・田村・岡 その18 天然スレート屋根材の需給傾向と施工技術の成立過程
松山・田村・清水・岡・鎌田・金澤・熊谷, その19 天然スレートの国際市場状況と色調について
鎌田・金澤・松山・岡・清水・熊谷・田村,その20 天然スレート屋根材の表面粗さと光沢度の評価
金澤・清水・松山・田村・岡・鎌田・熊谷, その21 天然スレート屋根材の密度・物性調査

分野：建築学科生産分野

国内で、天然スレート屋根の施工技術が成
立したのは、概ね1908-1928 後期であり、以前
は仕様書と異なる葺き方が散見されたことから
、技術構築の試行錯誤が生じたと考えらえる。

素材特性については、表面粗さが小さくなる
と明度と光沢が大きくなり、国産の雄勝石は海
外産のものより明度・彩度が低いうことが確認
された。

力学特性は、国産・海外産ともに、JISの曲げ
強度規定を概ね満たしていることが明らかにな
った。また、国内外いくつかの種類では、石の
模様に対して平行方向に切断した方が、垂直
方向に切断するより強度が出やすいという傾
向が確認された。

本研究は、工学院大学と有限会社熊谷産業の共同研究で
あり、工学院大学総合研究所後藤治教授、雄勝硯生産販
売協同組合沖津俊一氏、山下淳氏をご助力を得ました。
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図３ 長手方向の表面粗さRa－明度L*関係 図４ 曲げ強度－ひずみ関係（左：雄勝産 右：CUPA10 Exelence）

写真１ 天然スレートの採取・加工・施工のフットプリント
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